
平成23年度　佐賀市立富士南小学校   学校評価計画

３　本年度の重点目標

５　総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

学校
運営

○教職員の資質向上
校内研修を通した授業力
の向上

教頭
守田

学習習慣の確立
小川
守田

指導方法の改善
守田
小川

図書館教育の充実 野中よ

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

教育
活動

●心の教育
道徳教育・人権教育の充
実

津留
野中し

学校
運営

○地域との連携 地域の人材活用と連携
校長
教頭

・各学年の実態をもとに目指す子どもの姿を明
確にし，研究の構想を立てて授業実践を行う。
・全職員で子どもの姿を多角的に見取り，授業観
察や検討方法を工夫して授業の改善点を明確に
する。

・全教員研究授業を行う。
・授業研究会を子どもの姿や授業づくりを共
有し振り返る場として位置づけ，全職員で行
う。

週4回の読書タイムを継続する。
各学年に応じた「本のリスト」を提示し、良書
に親しませ読書の量から質への向上を図
る。
ブックリレーションで配布した絵本を家族一
緒に読ませるなど家庭読書の時間を設定す
る。

②　「ひと・もの・こと」との関わりを通して、自他の命を大切にし、郷土を愛する心豊かな児童を育てる。

・「家庭学習の約束」をもとに個に応じた指導
を行い，基本的学習習慣の定着を図る。

・自主的な学習習慣につながるように，各学年の
発達段階に応じた家庭学習の仕方について指
導を行う。
・「学びの週間」の振り返りをもとに実態を明らか
にし，家庭と連携した取り組みを強める。

・言語活動を充実させた、思考力・表現力が
育つ授業実践を行う。
・学習内容と学習過程について検討し，児童
の実態や手立ての共通理解を図り日々の授
業で実践する。
・基礎基本の定着を図るための手だてを確立
する。

・指導過程の中に意見を出し合い学び合う場を
設定し，児童の言葉を使って思考・表現させ，学
びを深める指導を行う。
・国語科を中心として言語活動の充実を図るた
めの教材開発を行う。
・基礎力の定着に重点をおいたスキル学習に取
り組む。
デジタル教科書を中心に、ICTを活用した授業を
全員が行う。

①　一人一人に基礎学力を身につけさせ、思考力・表現力を高める。

４　前年度の成果と課題

学校運営に関しては、概ね良好に過ごすことができた一年間であったと考える。本年
度よりスタートした２，３年生の複式学級編制に伴う教育課程についても、各教科とも
標準時数を確保しつつ、地域人材の活用も積極的にできた。また、特別な教育的支
援を要する児童の増加にも、毎週情報交換会を開き、担任だけでなく全ての教員が
個々の児童の実態について共有し、また協力して支援に当たることができた。
　校内研究については、前年度から積み上げにより各教科へ児童の「響き合い、学び
合い」広げていくことができた。まだ十分とは言えないが、人へのやさしさは自分を大
切に思う気持ちから生まれるものであることを意識づけながら実践を重ねていきた
い。
　一方、家庭での読書活動や、昨年から課題であった家庭学習習慣の確立について
は、学校からのアンケートや啓発が十分浸透しているとは言えないところもあり、課題
として残った。

具体的目標

①　一人一人に基礎学力を身につけさせ、思考力・表現力を高める。
②　「ひと・もの・こと」との関わりを通して、自他の命を大切にし、郷土を愛する心豊か
な児童を育てる。
③　心身ともに健やかでたくましい児童を育てる。
④　個を生かし伸ばす学習指導・学級経営、協働体制の学校運営の推進を図る。

具体的方策

１　学校教育目標
やさしさと輝く瞳をもち、自ら学び高め合う心豊かな児童の育成
　－　かしこく、やさしく、たくましく　－

２　学校経営ビジョン
めざす子ども像…『やる気・元気・やさしさに満ちた子ども』
めざす教師像…『子どもを愛し共に歩み、協働する教師』
めざす学校像…『地域に開かれた活力のある学校』

・保護者のみならず、放課後児童クラブ、各
区長などを通じて地域の方へ、日々の教育
活動や学校行事への参加を呼びかけ、人材
バンクへの登録を増やし、連携を促す。

・児童の人権感覚や生命の尊重を育む。
・生命の尊さや道徳的心情について学ばせ、
道徳的実践力を養う。
・縦割り活動を通して人との関わりを学ぶ。

・年間６回以上の人権教室を行う。（・「ぽか
ぽか言葉」「ちくちく言葉」の共通理解，学年
での取り組みの発表，児童の自己評価をも
とにした、タイムリーな内容）
・ふれあい道徳の授業参観を通して、保護
者にも取り組みを伝える。

具体的方策

・全校あげて「本」に親しみ、生活の中に「読
書」を定着させる。

●学力の向上

教育
活動

具体的目標

・「祖父母に学ぶふれあい学級」や「親子で新
年を祝う会」など、地域・保護者との交流を通
して、地域に根ざした学校行事を推進する。

総括的な教育目標を、より具体的な児童生徒や教師、学校の「姿」としてイメージする

このうち、特に今年度力を入れるものを絞り込む
絞り込むに当たって、特に、前年度、「何ができて、
何ができなかったか」を参考にする

重点目標をそれぞれ再掲し、
重点目標ごとに、成果や課題を具体的に評価するためには、どのような評価項目や指標を盛り込むべきかを考える



領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

○生徒指導 望ましい生活習慣の形成 稲富

●健康・体つくり 健康でたくましい体つくり
野中よ
稲富
古川

特定
課題

●小学校低学年の学
習環境の改善充実

基本的な生活習慣・学習
習慣の育成

津留
小川

特定
課題

○幼・保・小・中連携
小学校へのスムーズな移
行と中学校との学習・生
活の連携

小川
津留
稲富

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

学校
運営

○学校経営方針
本年度の重点目標の周
知

校長
教頭

学校
運営

○開かれた学校づくり
開かれた学校づくりの推
進

校長
教頭

学校
運営

○危機管理 安全・安心な学校づくり
校長
教頭
大坪

特定
課題

○特別支援教育
見守りたい子への支援強
化

大坪

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・保護者の理解を得ながら、児童一人びとり
の教育的ニーズに応じた目標を個別の指導
計画に取り上げ、その目標を達成する。

・職員の研修を年８回実施し、特別支援に対
する職員研修の充実を図る。更に、スクール
カウンセラーや巡回相談員等、専門家の意
見を取り入れていく。

・学校教育目標の周知を保護者80％、児童９
０％以上にする。

・学校便りを月２回以上発行し、児童の学習
の様子や学校教育目標などをくり返し伝え
る。
・学校のホームページを月２回以上更新し、
児童の学習の様子や学校教育目標などを
発信する。

・保護者へのお便りを定期的に発行し、ＨＰの
掲載等で、来校を促す。
・各地区回覧板を通してお便りを配布し、学校
の取り組みを知らせる。

・学校便りを月２回以上発行し、児童の学習
の様子や学校の取り組みを紹介する。
・学校のホームページを月２回以上更新し、
児童の学習の様子や学校の取り組みを発
信する。

・学校生活における危険について、児童や職
員の意識を高める。
・保護者や地域と連携した危機管理ネット
ワークを構築する。

・火災、不審者、地震対応の避難訓練を通し
て、学校生活における危険について、児童・
職員の意識を高める。
・育友会や地域の学校評議員などと情報交
換をして、自然災害等への対応のメール配
信を速やかに行い、児童の安全確保に努め
る。

具体的目標 具体的方策

④　個を生かし伸ばす学習指導・学級経営、協働体制の学校運営の推進を図る。

教育
活動

・〔幼・保・小〕間、〔小･小〕間、〔小･中〕間の交
流の機会を特設する。
・相互に参観・情報交換会を行い、実態把握
や児童理解に努める。

・本校児童と保育園児との交流を年間３回
以上行う。
・職員同士の交流を、お互いの授業参観等
で図る。
・富士小と富士中と連携し、３校合同で｢文化
の集い」を行う。また、「学びの週間」を１学
期に１回設定する。
・「平和学習」「合同授業」等、富士小と一緒
の活動を行い、中学校へのスムーズな移行
をめざす。

・けじめのある学校生活を送らせる。
・学習のきまりを身につけ、学習方法を身に
つけさせる。

・本校の低学年指導に関する計画書をもと
に、学校におけるけじめある生活態度、学習
態度を身につけさせる。
・学級通信、保護者会等を通して児童の様
子を知らせ、理解と協力を仰ぎ、学校と家庭
が連携していける関係作りを行う。

③　　心身ともに健やかでたくましい児童を育てる。

具体的目標 具体的方策

・全校での合同体育を７時間実施し、個人の
能力にあった技を計画的に習得させる。
・水泳指導時間を１２時間以上設定する。
・地域で行われる「すもう大会」「マラソン大
会」の練習を計画的に実施し、参加率５０％
をめざす。
・保健だよりや個別・全体での指導を通して
現在の生活習慣が将来の健康な生活につ
ながることを指導していく。

日常生活における礼儀・学び合い・健康・協
同の精神に関する理解を深められるように努
める。

・毎月の生活目標を全職員で共通理解し、
児童に伝え指導する。
・生徒指導協議会を月１回行い、全職員で
共通理解する。
・毎週の連絡会で生徒指導について全職員
で共通理解する。

・年間を通じて全校児童参加の体育的行事に
取り組み、児童の基礎体力向上につとめる。
・地域で行われる体育的な行事に積極的な参
加を呼びかける。
・正しい生活習慣の定着を目指す指導を行
う。


